
姐JlI市む都市再照発について

横山 弘

現代の都市はある特殊な場合を掠いて，たえず成長発展を続けている。都市の成農発展につ

れて，都市の地議構造も変化していかねばならないが，その変化が都市の発鹿児応じきれなく

なると，地域構造のバランスをくずし都軍機能を蘇揮させることになる α 都市再開発とは，こ

のような蘇庫状態を正常化するための処置であるo もっと具体的』というと，都子転再開発とは現

代都甫社会民適lliしえとZくなった部分，つまり老朽化した市鶴地を現代的に体護改善すること
(1) 

でもある。 とくに最近のモータワゼーションは都市再調発の必要性をいやが上にもかきたて

た。

いま人口 32万の旭川市において，都市北の伸展およびモータリゼ…シ双ンKより，都心お

よびその周辺地帯がどんな変化をとげているか，その再開発がγのよう K行なわれているかに

ついて調査した。

旭川靖の発展通器

旭川市は北海道のほぼ中央部;とある上川盆地Kt立憲し，道内きつての肥沃な盆地の中心とし

て発展してきた。旭川市はζの盆地を流れる石狩111，牛朱別111，忠5jIJJf1，美瑛川の合流地点K

..A-.J. ..".....7r-rJ "'~~ (第 l関〕市街地を鹿関し，北語道輿地開拓の前進葉地としての使隠も bびていに。 ζの拠点

開発のプロジェクトはよ111描民埠の区域を設定し，灘111と札幌を結ぶ道路の建設かちはじめら

れ，農民中心の屯出兵方式がとられた。 1お90 (明治 23 )年記旭川村の市街地が設定され，

屯田兵お入地は永山が 18 9 1年，東1IaJIIが 18 9 2年，当麻が 18 9 3年でそれぞれ 400

戸ずつの移庄入績が行なわれた。その用地はすべて石狩HIと忠期!日間の主要な農業提拓地を占
(2) 

め，以下一般への農地貸下げや大地積の払下げが石狩川布岸の近文や比布へとひろめられた。

堀川事衝は上JlI開発地域一帯の行政的・静接的中心弛となるべく針蕗されていたので，当初

から官庁用地が設定され，その場所はいまでも事役所や上111支庁がならぷ中心部となっている。

1 8 9 7年には上JII支庁がさき時の郡役所として設置され，行政機関がつぎつぎと設援された。

しかし，その後の発農の契機となったのは 1898年の鉄道開通と 1900年の第 7師団め

設罷であった。1IaJ11駅が開設されると駅前から蔀聞に通ずる師団通り(現在の平和通り〕がつ

くられ，それそ中JUとして市衝地む原型が形成された。空知太・題JlI聞の鉄道開通にともなっ

て，鉄道部の工場そ埠JlIに移し官営鉄道の中心とな仇職工や人夫が続々転入してきた。館田

通ち托は高人や職工が集中し，中心商届衝の基礎が形成された。

明治末から大正初め誌かけて，商工業者の組識化が進められる形で諸産業のスケールが一設
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第 1図畑JlI市器関

と大きくなった。 1922年民子宮鰐が施行され，都市としての規摸と諸擁設が確立された。iIf!川

が開基されて 30年自にしての実績であった。

1 9 2 4年から警謝鉱路に貨車輸送がiまじめられ，いままで小樽港経車の小縛務調相場;ζ詫

属していた嬉111商業を独立麗に或長させた。したがって，加川に独立の鐸問屋が誕生すること
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になった。さ Gに 1923年に全通した宗苔線安連絡して，海号 ζえ樺太と取引が開始され連

る貨物輸送誌11BJ11商業の郡出ゃ増大させた。 19 2 8年留鵡港から

されるようになると，土川盆地の農産物供給地としての機能をつよめる ζと代なった。すなわ

と，工業製品や繊維・!]jj]品な

すっ
口
H
はハ とそ もつことになヮたのであ o

をめざして 19 2 7年都市計制法の指定号うけ，

しかし，その設第 2次大戦;こ突入して， tu:!J日市J乙も昌京ノ-;'J!〆ノ，

の軍事工場が設立され，都市の整捕は停滞せざるをえなかった。

充につとめた。

日本タンニンなど

記 あびることになった。 19 5 0平氏は開

6 0苧の轄すミ号記主して北海道開発大博覧会が!宅i詑された。これを

一段と活発になり，とく;己卸売の発議がめ5ましえ，しだい

1 9 5 5 iどからの高業の待びが著しく，とく

として町日Jr

販路傍拡大した。

8 0 ~Io強;ζ

fこ。これは場111達し，そのうち地元市内部が 38.6%であとの 60 o.~ 

市が十分に商業拠点都市北しつつあることを示してし¥ると患われる O

市内の商上]は、F和通りそ争中心として， これと 形成じてし 1

る会そ {ま {よfこ

してし1るG しr.号副街号?芳成してい

地は東吉と 並大し，それにrGじて

には出葉パルプ旭川

部iこのびて，西永山地誌記

し， し

鉄工団地が造或され，

流通団地が造成されている。

を形成している。さらに

られると共;こ，

い;:tまで述べたように，担Jf もち，

吸収してきに。しかし，

とげ若手心 ffi~の中

広〈 らの

くなってきた。

1ずれも国道誌面し，または国道と交って発還しているため，

を欠き，また高高街としての一体牲に乏しい額!却があろわれてきたc そこで， 11BJ I 

告街は近代化にむかつて強い関心を示し，平和通りを買物公園として都心空間号歩行者のために

解故することになった。このよう

った。すなわち，

ものが続出した。第 2図のV地区はデ、パート

売業は流通団地に移転した跡地

おける鵠売業に大きな影響を与えることにな

を示し，東北部の流通団地ι移転する

平和通の高自街であるが，とのiill[互の芸IJ

じたものが 1 穫すかまた
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第 2図旭川都心部

:i.../.モE

〈守宅

~../.宝l

に売却したものが 3件であった。

E地区は市役所や上川支庁を中心とする官公署街であるが，ここにあった卸売業も小売業に

貸与したものが 2件ある。 1• 1I地区は会社や銀行の混在ている商[占街であるが，ここでは

小売部門を残すか，または小売業に売却したものが 5{牛，金融t~~' 1(ご貸与したものが 1件，駐

車場に利用したものが 1件となっている。 W地区は会社や住宅ωC...~t~ している高広街であるが

こ乙では小売部門として残すか，または小売業に売却したものが 3件，事務所に貸与したもの

が 3件，駐車場に利用したものが 3件となっている。この様に都心部の窃J古街で;~j:卸売業の移

転した跡地を小売部門として利用するか，または小売業にゆずり渡す傾向]がつよく青森市(3)や

(4) 
盛岡市 の場合と似ている。都心部から離れた商広街では事務所や鉄工場などに利用するもの

が多い。卸売業の移転した跡地を駐車場に利用するものが 7件あったが，駅前lと近い駐車場は

地下，あるいは屋上を利用する立体型である。そして自動操作のものが主である。中心物から

離れると空地利用の平面型になる。乙れらの駐車場が中心商，白街を囲むように立地している。

また，旭川市には木材・家具など資源立地型の地場産業があり，家内工業的性格がつよく零

細で生産性が低V'。そのために工場と住居が分離されず，市街地lこ点在していたが，工木団地
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のi主或によって られた O また国東パルブ工業個別工場は鳩山市

これと関連する機械・{修理業などが立地し，車内に鉄工場が 19 6 8年頃から

急、に増加した G これらの工場も木工団地に る鉄工毘地{こ移動し，

るO この様;ζf官内にあって

うiこ，流通毘地に

ータワゼーシランの量三響そうけ，そ

そ形或してい

抵下した毘]

ることによって しようとす J二ものや， ヌド工毘

ことによってその機能を

ということが出来る。しかし， 高めるよう キ

σ

れているかが問器である O

によって臼 なされるとしたなら

されていても，跡地利用の万がそれぞれの患惑

土地利用の問乱が生じかねないだろう s 再開

発によって生じたスペース号計画的に利用することが大切である O この樟な限会をJζがさ

きだろう。
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